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図 2 カH二原理

■パイブ 2可 動ダイス ユ 固定スリーブ

図 5 新 モデル
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図 6 ヨ ーロ ンパ展示会

加工が行われる

従来わ`らある CNC llイブベンダに

いる特長としては次のようなことが挙

)られる ● 曲げ半径に応 じた全型

は不要で バ イブrl形に応 じた 1組

の可動ダイスと固定スとリーブだけあれ

ばよい ●|ツヽイプわ`タイスでガイ ド

さllているため曲げた後の車円度わ`保

たれ 曲 ザた仕上りもクッションライ

ンがでにくく奇窟である ril山 ナ半

径わ`連続的に変化する蚊取り線香のよ

うな山げ加エカ`でき ま たスパイラル

状の加工t可 高:である

,(イフの材質 州 経 内 Pな どが変

わると当然曲り方わ`変わつてくる し

わ`し百品化する上でいうばん重要なこ

とは パ イプの1イ質や外生が変わつて

も同一の直げたい形状のフロクラムを

入力しさえすれば 望 みどおりの形状

が加上できるようにすることである

これを買現するために 1イ料llラメー

ターというlll念を導入しコンピュータ

内で予算して 望 みどおりの機械指令

均力さllることを可台印[したが
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■
■
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3応 用例が豊富で世界
にも輸出

これにより従来よりもよさい由 す半

の白げや内厚の青しり(イブも由 ゴら

るようになった 従 来は応用例の少

かつた自動申にも多くだ向されてい

ことが期令される

現在この関lT‐のⅢ市用尚発を当社の

ィーラーでセ)ある ドイツの企キと

つてしヽる

5お わりに

従来の社航に憐る特長によりいす

(図3)な どの家呉 イ ンテリア 〔

ニュメン ト (図4)そ のltのエクス

テリア 自 転車のフレームなどの外創

わ`重要なものに多く使用さRて いる

海,1の特言1も取得し 臼 本た )では

なく欧米にも輸出さている 特 に家具

のデザイン性わ`重視されるヨーロッ

パにはかなりの台独が輸出されてい

る

1 4新
しいモデ,レの開発

お宮様の要雪を,尚足させ 新 しい応

用分雪][も 対応すべく 可 動タイスの

回転方向 (図2の β)と 傾i斗方向 (ヨ

2の α)に も制御軸を増やして 53u

神Jを,の礼rtも日の助成金をいただいて

開発tンた (図6)

初めてわれわれの機械をヨーロッパ

のぼ示会で発表したときは会場内に

戦慄が走った 征 来のパイブ曲げ社と

は全くダなった発想の機構 的 げ形状

の自由度力`大幅にアリツした機能に

びつく0し たのである こ のため冥漬

の時間は常に早山の人たわ`りとなった

(図6)

以後 方 式は実rcrるわ`草似をする

メーカも現れ さ らに改良を重ね新し

いモデルを開発し 役 らを引き放し世

界に日Zばたくべ<頑 lFっている
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